
生成 AIが職場にもたらす
ヒューマン インパクト

Do what matters

Microsoft Copilot for Microsoft 365が、創造性、コミュニケーション、信頼性、帰属意識など、
職場における人の行動や感情に与える影響について、アバナードの独自調査を紹介



生成 AIが 
従業員エクスペリエンスに
与える影響とは

生産性の強化や競争力のある差別化の推進を目指して、ここ1年半の間に、急激な勢いで生成 AIツールが業務の
あらゆる側面に取り入れられてきました。 

生成 AI が多くの人の働き方を新しく、変革的
な方向へと導いたことは明らかですが、この 
ような急速な導入が、職場における人の行動
や感情に対して、どのような影響を与えるのか
については、今はまだ把握しきれていません。

そこでアバナードは、早期導入におけるパイオ
ニアとして、 Copilot for Microsoft 365 （以
下 、Copilot for M365）が与える影響につい
て、社内の様々な職種を対象に調査を実施し
ました。7 週間にわたる本調査では、創造性
への動機付け、コミュニケーションの効率
化、信頼性の強化、仕事の満足度、帰属意識

の向上など、生成 AI がもたらすあらゆる 影
響について、人間的な視点から詳しく調べてい
ます。

調査結果は、「従業員ファーストによる生
成 AI 導入 アプローチで、真 のヒューマン 
インパクトを与える」という、アバナードの目標
に適うものとなりました。Copilot for M365
は、電源を入れればいいだけのテクノロジー 
ではなく、使用者の目的と課題を理解する 
ことで、よりスムーズな導入支援につなげてい
くものです。

アバナードでは、Copilot for M365 を深
く理解することで、従業員のニーズを満た
し、 お客様に必要な情報を提供し、生成
AI の 精度向上に関する議論を拡げて、貴重
な知見をもたらす戦略を策定しています。

多くの企業が、テクノロジーの進歩と人を中心
とした職場環境のバランスを模索する中
で、 本調査は、Copilot for M365 のような
ツールを活用して、人の価値や可能性を再定
義し、 強化するための方向性を明確に示す
ものと なるでしょう。
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エグゼクティブ サマリー

主な所見

創造性の体系化 

コミュニケーションにおける警戒心

達成感

帰属意識 

組織市民行動

Copilot for M365により、創 造 性の 体系化、 
アイデアの共有、問題解決能力は強化されたもの
の、自発的で独創性のある思考が抑制されている
可能性がうかがえます。

従業員の 72%が、Copilot for M365による文字
起こしに警戒心を抱き、会議での発言により慎重
になったと回答しました。しかし、調査終了時には、
従業員の 45%で不安が緩和されており、ツールに
慣れたことで、当初の懸念が軽減された可能性が
うかがえます。

従業員の 88％が、Copilot for M365は企業の価
値観と一致していると回答したものの、個人の価値
観と一致していると回答した従業員はわずか 65％
でした。

従業員の 85％が、Copilot for M365の導入後に、
仕事の達成感が向上したと回答し、調査開始時よ
り3％の上昇が見られました。

帰属意識を測る指標の多くで、Copilot for M365
の導入後も変化は見られませんでしたが、組織との
つながりが 2％減少しました。

組織市民行動は 86％まで向上しました。Copilot 
for M365により、組織全体の健全性とパフォーマ
ンスが、わずかながらも改善することが示されてい
ます。

価値観の一致性

提案事項 次のステップ
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調査方法
アバナードでは、Microsoft Copilot for Microsoft 365（以下、Copilot for M365）が従業員に与える影響
を、明確かつ定量的に把握するために、一連の調査を体系的に実施しました。

マイクロソフトによる Copilot for M365のアーリー アクセス プログラムに参加
した期間中、複数のグループを対象とした調査を実施し、従業員が Copilot for 
M365に持った印象を記録しました。

20人未満

初期印象の収集、 
ツールとその使い方を 
検証

200人未満

Copilot for M365の 
実現可能性、実行可能
性、適性を測定

400人未満

プロンプト作成トレーニングの効果
測定、ニューロダイバーシティ（神
経多様性）に関する研究など、特定
のユーザー  グループや業界向けの
ユース ケースについての理解を強化

グループ 0： グループ 1： グループ 2以降：

調査開始時に、Copilot for M365導入以前の従業員エクスペリエンスや姿勢を確認する調査を 
行い、その 7週間後に 2回目の調査を実施することで、Copilot for M365導入後の従業員エクス
ペリエンスの変化を明らかにしました。また、これらの調査に加え、フォーカス グループ、ワーク
ショップ、観察調査も実施し、定性的な所見も盛り込みました。

本書に関連して収集した統計データとアバナードの観察結果に相関関係はあるものの、因果関
係はありません。アバナード独自の専門知識とCopilot for M365を利用してきた経験に基づき、 
それらの所見を参考に結論を導きました。

調査参加者
本調査には、アバナードの社内から、 
様々な従業員が参加しました。所属部門
や職務階級は幅広く、法務、財務、人事、 
マーケティング、営業、役員など、多岐に
わたるとともに、参加者の Copilot for 
M365への知識レベルも様々でした。

アバナードで 
従業員エクスペリエンスを強化

従業員のための「今すべき大切なこと」
を実践するために、今こそ、生成 AIを
どのように活用できるかについて理解を
深めるときです。アバナードの支援アプ
ローチをぜひご覧ください。

今すぐ始める
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Copilot for M365のアーリー アダプターとして、
アバナードは 2つの目標を掲げました。1つは、
本テクノロジーの潜在能力を社内で活用するこ
と、もう1つは導入の影響を調査して、それに
基づく見解を業界に提供することです。

本調査では、生成 AIがヒューマン エクスペ
リエンスに与える影響について、業務に重要
な 6つの領域で明らかにすることを目的とし、
Copilot for M365がもたらす以下の影響につ
いて検証しました。

  創造性やイノベーションへの支援
  コミュニケーションの効率化
  従業員からの信頼獲得
  仕事の満足度と幸福感の構築
  帰属意識の強化
  組織市民行動の育成

生成 AIが与える、 
仕事におけるヒューマン
エクスペリエンスの 
変化とは？
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主な所見
職場における創造性に新たな変化が見受けられました。

Copilot for M365は
創造性や 
イノベーションをどの 
ように拡げるか？

Copilot for M365と創造性、 
イノベーション

アイデアの創出
  新しい働き方を支持する従業員の割
合が、80％から 89％に増加しました。

  独創的な思考が求められる作業を 
希望する従業員の割合が、わずかに 
減少しました。

アイデアの探索
他の業務への関心は一貫して良い反応を 
示しており、Copilot for M365の導入前後に
おいて、共に高い関心度を維持していました。

アイデアに関するコミュニケーション
Copilot for M365により、アイデアに関する
コミュニケーションが活発になりました。 
従業員のアイデアを分かりやすく表現し、
提案をサポートしていることが示されてい
ます。

アイデア創出のためのスケジュールを導入
アイデア創出において、持続可能な計画法、
スケジューリングが 5％向上したとの回答に
より、Copilot for M365が体系的なアイデア
創出を支援できることが示されています。

課題の克服 イノベーションの成果
  わずかですが、特筆すべき点として、 
通常業務において課題を克服する 
能力が向上したと考える割合が上昇し
ました。

  Copilot for M365が異なる視点から
提案することで、課題が解決しやす
くなっている可能性がうかがえます。 
日常的な使用で、問題解決能力が 40%
上昇しました。

 全体としてイノベーションの件数が増加
しており、Copilot for M365により、 
実践的で創造性に富んだアイデアが、
より多く創出されていることを示してい
ます。

 これは、アイデア創出から実用化まで
のイノベーション サイクルにおいて、 
最終段階が改善されていることを 
示しています。

職場において創造性とは、製品、サービス、
工程、手順に関して、斬新で有用なアイデア
を生み出すことと定義されています。イノベー
ションとは、パフォーマンスの強化を目指して、
こういった創造性に富んだアイデアを、実用
的なソリューションへと落とし込むことです。

Copilot for M365は、新しいアイデアを分か
りやすく表現して、実現に導くほか、革新的な
ソリューションを検討する際のプロセスをシン
プルにできるようサポートします。また、事務
作業の自動化により、従業員はより多くの時
間を戦略的思考に割けるようになります。

「Copilotの提案を見てから、状況に合
わせて修正、改善を入れ、仕上げてい
きます。Copilotのアイデアをたたき台
にして、創造性が強化されています」 

- 調査参加者

創造性の体系化
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まとめ
アバナードの創造性やイノベーションに関する評価

Copilot for M365 の導入により、アバナード社内における創造性や 
イノベーションに関するスコアは全体として 2% 上昇し、最終スコアは
82% となりました。

わずかな上昇ではあるものの、Copilot for M365 がイノベーションを 
広く生みだすきっかけとなることがわかりました。 本ツールを日常的に
利用する従業員が「職場における創造性が 70%ほど向上した気がする」
と回答した事実も、この見解を裏付けています。

Copilot for M365 により、イノベーションの体系化、アイデアの共有、 
職場における課題克服能力の向上が見受けられますが、一方では、 
自発的な独創性のある思考が抑制される可能性がうかがえます。 
アイデア創出においては、Copilot for M365 に過度に依存することで、
独創的な思考が求められる作業において、意欲が低下する可能性もう 
かがえました。

今回の調査所見から、これらの業務で極めて重要となる創造性を育
成、維持するためには、継続的にトレーニングを実施する必要があると 
言えるでしょう。これにより、自動化による効率性と人間的な創意工夫の 
バランスが保たれ、革新的かつ成長を促す職場文化を築くことができます。

アバナードではゲーミフィケーションを取り入れ、様々なタスクを通じ
て、 Copilot for M365 を使いこなした証となる「認定メダル」を獲得でき
る よう支援してしています。これにより、導入直後は不安に感じていた従
業員も、同僚からインスピレーションを得ることで活用につながっていま
す。

創造性の体系化
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同僚とのコミュニケーション
  導入前は、Copilot for M365による
社内のコミュニケーションの明確化と
効率化が期待されており、従業員の
73％がそれに同意していました。

  しかし、7週間後の調査では、同意
する従業員の割合は 70%まで低下し
ました。従業員が本ツールの機能に
慣れた結果、期待が薄れたものとみ
られます。

情報の流れ
 チーム内の情報の流れを測るスコア
では、調査開始時点で 74％であったと
ころ、7週間後には 5％減少し、69％
となりました。

 従業員が Copilot for M365の情報管
理機能に慣れるまでに時間がかかる
可能性がうかがえます。

コミュニケーションにおける警戒心
  調査開始時点では、従業員の 72％が Copilot for M365による文字起こしに警戒心を
抱き、会議でのコミュニケーションに対してより慎重になったと回答しました。

  しかし 6週間後には、従業員の 45%が、コミュニケーションへの警戒心が軽減した
と回答しています。Copilot for M365が習慣化することで、コミュニケーションがより 
オープンになることを示しています。

  Copilot for M365による文字起こしへの警戒心は、全体として 10%下がっており、 
この領域における懸念は、時間の経過により払拭されることを示しています。

主な所見
下記のようなコミュニケーションの傾向が明らかになりました。

Copilot for M365は
職場全体で 
風通しのよい 
コミュニケーションを 
促進できるか？

Copilot for M365と 
コミュニケーション

コミュニケーションとは、情報交換を行い、
その内容が組織内で理解されることを想定す
る手段であり、組織を効率的かつ効果的に運
営するために不可欠なものです。

コミュニケーションとは、情報交換を行い、
その内容が組織内で理解されることを想定す
る手段であり、組織を効率的かつ効果的に運
営するために不可欠なものです。

「以前は、みな同じように作業を進めて
いると思っていました。Copilotを使用
して始めて、新しいコミュニケーション
の方法を知り、作業を効率化すること
ができました」

-調査参加者

Guardedness in communications
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調査期間中のコミュニケーション スコアは、 
警戒心のスコアを除き、全体として 3％減少し
ました。このように、わずかな減少幅は、生成
AIをベースとしたコミュニケーション ツール
の導入が、職場のコミュニケーションに大きな
影響を与えないことを示しています。

コミュニケーションにおける警戒心のスコア
は、調査期間中に 17%減少しました。このこと
は、Copilot for M365により、会話が文字で
起こされるという、当初にあった従業員の警戒
心が軽減されたことを示しています。

この結果は、コミュニケーションに対する慎
重な姿勢が、自然にオープンなものへと変化
することを示しています。このことは、従業員
の 26%がプロンプト作成のトレーニング後に 
自信をつけたことからもうかがえるとおり、 
全体的な所見と一致しています。この観察調
査によると、Copilot for M365を導入する 
際は、変更管理、情報の伝達、オンボーディング
のプロセスを戦略的に進めることで、導入期間
を短縮できる可能性が示されています。

まとめ
アバナードのコミュニケーションに 
関する評価

コミュニケーションにおける警戒心
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価値観の一致性

  従業員の 88%が、Copilot for M365
は企業の価値観と一致していると 
回答しており、倫理的な方向性が信頼
されていることを示しています。

  従業員の 65%が、Copilot for M365
は個人的な価値観と一致していると回
答しました。

理解と透明性

 ユーザーが安心して Copilot for
M365を使用するためには、プロセス
を理解することが不可欠です。

 ユ ー ザ ー は、 Copilot for M365 の
透明性を 78%と評価しており、意思決
定プロセスへの理解が未だ不十分で 
あることが示されています。

パフォーマンスへの期待値 説明責任

Copilot for M365の業務支援能力は高く
評価されており、満足度は 75％でした。

説明責任に関する平均スコアは 65％で 
した。これはユーザーが、ガバナンスに 
ついて、未だ改善する余地が大いにあると
感じていることを示しています。

主な所見
信頼性に関して細かく綿密なパターンが明らかになりました。

Copilot for 
M365 は企業の
信頼獲得に 
役立つか？
信頼性とは、システムや組織に力を与えて
も良いかどうかを判断する際に求められる、 
一連の資質のことを指します。

Copilot for M365 と信頼
調査 対 象者は、Copilot for M365 の提案
について、丁寧で好ましく、公正であること 
認識していますが、長期的な面では、見落とし
や説明責任について懸念を抱いています。

「Copilot for M365の使用には、慎重
になることが極めて重要です。作業の
効率化には有効ですが、成果を完全
に信用する前に、まず検証しなければ 
なりません。精度を保つには、結果
を必ず確認し、責任を持つ必要
が  あります」
- 調査参加者

価値観の一致性
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Copilot for M365は、企業の価値観とよく一致しており、業務を 
支援できる能力を備えているとして概ね信頼を得ています。導入
にあたり、大きな課題となっていた、信頼性に関するスコアが大幅
に低下する可能性については、全体として低下が 2％にとどまって
いることから、心強い結果となっています。しかし、ユーザー個人の 
価値観との一致性については、未だ改善の余地があるようです。

アバナードでは、従業員一人一人に合わせた学習プログラムを展
開しており、生成 AIを活用して、責任を持って業務を遂行し、イノ
ベーションを推進できるよう支援しています。 デジタル ワークフ
ローにおいて、 Copilot for M365が標準装備となっていくなかで、 
その信頼性を維持、強化していくには、ユーザーとともに本ツール
も成長していくことに加え、技術的な機能だけでなく、透明性や 
説明責任も共に提供できるかどうかにかかっています。従業員の
86%が、Copilot for M365はエラーやミスを発生させることもあ
るが、価値のあるツールであると感じている事実が、これを裏付け
ています。

信頼性スコアにおいて、全体的に低下が見られたことについて
は、行動をとるべきときのサインとして捉えるものであり、生成 AI 
システムの信頼性を最適化するには、継続的な取り組みが不可 
欠であることが強調されています。信頼性の基盤を確立すること
で、Copilot for M365のような生成 AIツールの導入を成功へと
導き、責任ある AIの活用で、人であることの強みを活かせる職場づ
くりを実現するものとなるでしょう。

まとめ 
アバナードの信頼性に関する評価

価値観の一致性
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仕事への意欲と動機付け

従業員の 80％が、調査開始時も 7週目の
時点でも、仕事への意欲は高いと回答し 
ました。このことは、Copilot for M365が 
仕事への意欲となる側面を削ぐことなく、 
日常業務にうまく取り入れられていることを
示しています。

達成感

 Copilot for M365を導入後、従業員
の 84％が仕事の達成感を感じると 
回答しました（調査開始時から 2％増）。

  このことは、本ツールにより、従業員が
業務を達成した際に得られる満足度
が強化されたことを示しています。

スキルや興味との一致性

チームの団結力と支援体制

  従業員の78%が、自分の日常業務は、 
Copilot for M365の導入前後にも 
変わらず、自身のスキルや興味に 
合っていると回答しました。

  このことは、Copilot for M365 が 
従業員の強みや得意分野の支援に 
役立つことを示しています。

調査参加者は、チームの協力体制を 90％
と評価しました。7週間の調査期間中、
このスコアは安定しており、Copilot for 
M365の導入は、従業員が協力し合うため
に必要な能力に影響を与えないことを示し
ています。

主な所見
仕事の満足度に与えるCopilot for M365の影響について、重要なインサイト
が明らかになりました。

Copilot for M365が
仕事の満足度を 
強化するために 
できることとは？

Copilot for M365と仕事の満足度

仕事の満足度とは、個人の仕事、もしくは仕
事体験から得られる、ポジティブな心の状態
のことを指します。

Copilot for M365がワークフローや作業を効
率化することは、労働者の達成感を強化する
ための支えとなります。また、事務作業を軽
減することもできるため、従業員は余った時
間を、学習やコラボレーションに活用できる
ほか、戦略的かつ創造的な、新しいタスクに
挑戦するための余裕を生みだします。

「AIに仕事を奪われるのではないかと
不安でしたが、支援してくれるのだと
いう気持ちに変わりました。Copilotは、 
仕事を奪うのではなく、能力を強化し
てくれています」 

-調査参加者

達成感
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仕事の満足度は、全体として 85%という高い
水準を維持しています。このことは Copilot for 
M365が職場環境にスムーズに適合し、仕事
での充実感を削ぐことなく、既存のプロセスを 
補完できていることを示しています。強力な
チーム ダイナミクスと支援体制が保たれてい
ることも、本ツールが協力的な職場文化と調和
していることを裏付けています。

仕事の満足度に変化が見られないということ
は、本ツールが従業員のエンゲージメントや 
サポート ネットワークに悪影響を及ぼすこと
なく、職場での活動を強化できていることを
示しています。テクノロジーを強力な味方にし
て、プロフェッショナルとしての成長と満足度
を追求できる職場を築くには、このバランスが
極めて重要になります。

まとめ
アバナードの仕事の満足度に 
関する評価

達成感
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チーム内の仲間意識
チーム内の仲間意識とサポート体制を
測るスコアは 2％減少し、最終的なスコア
は 84％でした。

社内のつながり
Copilot for M365を導入後、 
社内のつながりは 2％減少し、 
最終的なスコアは 83％でした。

同僚との連携

Copilot for M365を導入後、同僚と連携できていると回答した従業員の割合が 83％となり、
わずかですが 2％の減少となりしましたが、人間関係や一体感は概ね維持されることを示し
ています。

主な所見
帰属意識については、複雑ですが安定した状態であることが明らかになり
ました。

Copilot for M365で
帰属意識を 
構築しやすくすることが
できるのか？

Copilot for M365と帰属意識

帰属意識とは、集団や組織の一員であると
いう個人の主観的な感覚です。チームのコラ
ボレーションや仕事上で得られたサポートが、
個人にとってどのような経験につながっている
かということに、密接に関連しています。

Copilot for M365は、プロセスを合理化 
することでコラボレーションをサポートできる
一方、技術的な効率性の強化とチーム ダイ
ナミクスの育成を実践するうえで、バランスを 
崩す可能性もあります。

「Copilot for M365は、社内のスム
ーズな連携に役立っています。重
要な文書にも簡単にアクセスして
更新できるほか、持続可能な取り
組みを収集することもできます」 

-調査参加者

帰属意識
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まとめ
アバナードの帰属意識に関する評価

Copilot for M365 を導入後、帰属意識とチーム コラボレーショ
ンを測るスコアの平均値は 2% 減少しました。しかし、こういった 
感情や感覚に影響を与える要因は無数にあることを考慮すると、
このわずかな減少幅は、Copilot for M365 が職場の人間関係
に多大な影響を与えることはないということを示していると言え
るでしょう。これは重要かつプラスの兆候であり、本ツールを導入
しても、従業員間におけるチームの結束力や強固な帰属意識は、 
維持されると考ることができます。

Copilot for M365 のような生成 AI ツールを職場に導入する企業
は増え続けていますが、従業員関係におけるダイナミクスに影響
を与える要因は多数あり、テクノロジーは、そのうちの 1 つに過ぎ
ないということを認識しておくことが重要です。チームの協力体
制や帰属意識を強化するには、テクノロジーだけでなく、リーダー
シップ、企業文化、個人のエンゲージメントに関する戦略も含めた、
多面的な取り組みが不可欠です。Copilot for M365 の提供を 
一部の従業員のみに限定する組織では、デジタル格差への リス
クを軽減するために、特に注意を払う必要もあるでしょう。 アバ
ナードでは、従業員の興味を引くようなエクスペリエンスを 厳選
して、必要なリソースやコミュニケーションを的確に行い、 人を
中心とした導入アプローチを構築することで、個々の従業員が
ツールに慣れるまでの過程をサポートする方法に辿り着きました。

帰属意識
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主な所見
組織市民行動の領域で次の傾向が明らかになりました。

思いやりとマナー
思いやりとマナーを測る 
スコアは、88％と安定的で
変化は見られず、Copilot for
M365により、組織の協力的
な姿勢や親切心が損なわれ
ていないことを示しています。

社会人としての責任とバーチャルでの関わり方
組織の一員としての責任とエンゲージ 
メントを測るスコアは 85％で安定しており、 
従業員は社内情報を常に把握し、積極的に
関わることのできる環境が維持されている
ことを示しています。

他者へのサポートと柔軟性
同僚の労働時間帯や スケ
ジュール感の尊重、 配慮を測
るスコアは、86%と安定して
おり、変化は見られませんで
した。

技術的な適応性
技術的な適応性のスコアは、
85％から 87％と、わずかに上
昇しました。これは、Copilot 
for M365により、技術スキル
や新たなツールの導入が 
サポート、または強化されて
いる可能性がうかがえます。

誠実性と自己管理能力
  誠実性と自己管理能力を測るスコア
が、わずかですが 1％上昇し、最終的な 
スコアは 86％となりました。

  この成長は、Copilot for M365と連携
する組織支援ツールによる可能性が 
うかがえます。

Copilot for M365は
組織市民行動に 
どのような 
影響を及ぼして 
いるのか？

Copilot for M365と組織市民行動

組織市民行動とは、個人の独自の裁量で 
取られるプラスの行動のことであり、正式な
報酬制度で、直接的、または明示的に評価
されるものではありません。しかし、こういっ
た行動を集合的に見ることで、組織の機能を、
効率的かつ効果的に促進するものであること
がわかります。

Copilot for M365は、ユーザーに代わって 
タスクを代行し、意思決定に必要な情報を 
収集しすることで、ユーザーのストレス管理、
整理整頓、意思決定といった、自己管理に
必要な行動をサポートすることができます。

「Copilot for M365に会議の文字起 
こしやタスク管理を任せることで、 
ワークフローの慢性的な課題を解消
し、リソースを他に使えるようになりまし
た」 
-調査参加者

組織市民行動
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組織市民行動のスコアはわずかに上昇し、
86%となりました。組織市民行動は自発的な
ものであるため、直接的に促すことはできな
いものの、Copilot for M365のようなツール
で影響を与えることができるとわかり、貴重な 
所見となりました。このことは、慎重な導入と
継続的なサポートを提供することで、革新的
な技術が、組織にとって重要な自発的行動を 
補完し、組織全体の健全性やパフォーマンス
の強化を促進できることを示しています。

特に、技術的な適応性が上昇傾向にあること
は注目に値します。このことは、新たなツール
を導入する際に、 Copilot for M365で従業員
をサポートできることを示しています。急速に
進化するテクノロジー環境のなかでは、新しい
ツールに適応する能力は極めて重要なスキル
となります。

まとめ
アバナードの組織市民行動に 
関する評価

組織市民行動
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1 2 3 4

Copilot for M365の導入に向けた
推奨事項
Copilot for M365がもたらすポジティブなヒューマン インパクトを最大化するために、
アバナードの調査に基づき、企業が実践すべき4つの行動を特定

生成 AIを仲間として 
受け入れる

オープンな職場の基盤を築く トレーニングとサポートを 
提供する

職場における 
既存のダイナミクスを忘れない

Copilot for M365は、人間の創意
工夫を代替するものではなく、業
務を補完し、効率を高めるための 
強力な味方として取り入れましょ
う。サポート役として業務を改善し、
効率性を強化して、ビジネスへの取
り組みをより良く、より優れた成果
へと導いてくれるでしょう。また、
チームの創造性、イノベーション、 
仕事の満足度も強化してくれます。

生成 AIツールを効果的に取り入れ
るためには、信頼性に基づくオープン
なコミュニケーションの基盤が不可
欠です。人、プロセス、テクノロジーの 
すべてを含むフレームワークを構築
し、責任ある AIの利用を運用ガバナ
ンスに組み込みます。組織の価値観に
合ったツールを選択し、使用時やその
方法についてガイドラインを定めて、
ツールの欠点、長所、偏向に対処でき
る率直な企業文化を育成します。常
に高い透明性を維持するためには、 
意思決定、コンテンツ作成、文字起こ
しなどに生成 AIツールを使用する 
際には、それを明示するようにしま
しょう。

既存のアプローチに変更を加える
必要性はあるものの、適切なトレー
ニングやサポートを提供することで、 
Copilot for M365は職場で歓迎される
べきツールとなるでしょう。従業員も、
トレーニングやサポートを受けること
で、生成 AIツールをより快適に使用
し、よりスムーズにメリットを実感でき
るようになります。 Copilot for M365
の導入により、改善が見込めるところ
ではあるものの、このアプローチは、
コミュニケーションのような領域では
特に重要となるため、まずは従業員に
慣れてもらい、テクノロジーに信頼感
を持ってもらう必要があります。

組織に変化をもたらすための取り組
みでは、テクノロジーは複雑に絡み合
うダイナミクスの一要因にすぎない
ことを忘れずにいましょう。Copilot 
for M365のような新しいテクノロジー
を導入する場合は、リーダーシップ、 
企業文化、従業員エンゲージメントな
ど、他の領域でのベスト プラクティス
にも目を向ける必要があります。
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Copilot for M365で職場における 
人間らしさを強化
Copilot for M365を適切に導入すれば、仕事に必要な人間らしさを強化することが
できます。アバナードはアーリー アダプターとして、オンボーディングからリアルタイム
のサポートまでを含むツールの導入時に、様々な変更管理の手法を組み込むことで、
従業員のエンゲージメントを素早く強化できることを経験してきました。これにより、
創造性、イノベーション、仕事の満足度にも改善が見られています。信頼性を育み、
Copilot for M365がもたらすコミュニケーションの明瞭化、効率化を最大限に引き 
出すことで、潜在するマイナスの成果を最小限に抑えることもわかっています。

次はお客様の番です。アバナードが誇るマイクロソフトに関する深い専門知識、 
実績ある方法、アドバイザリーを組み合わせ、お望みの形で組織を変革できるよう 
支援します。

従業員がより生産的に、より効果的に、より創造的に働ける環境を整えて、職場 
エクスペリエンスを強化できるよう、ご要望に合わせた Copilot導入を迅速にサポート
します。

Copilotの導入に向けてどのような備えが必要か、そして、組織にどのような変革を 
もたらすのかについては下記をご覧ください。

Copilotは、従業員エクスペリエンスを強化します。

詳細を確認する
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Do what matters

アバナードについて
アバナード株式会社
〒 106-6009 東京都港区六本木 1-6-1 泉ガーデンタワー
電話番号 : 03-6234-0150
ウェブサイト : https://www.avanade.com/ja-jp
お問い合わせ : https://www.avanade.com/ja-jp/contact

アバナードは、マイクロソフトのエコシステムの力で、デジタル、クラウド サービス、ビジネス ソリューション、デザイン主導のエクスペリエンスを実現するリーディング プロバイダーです。
アクセンチュアとともに、マイクロソフトのグローバル SI パートナー オブ ザ イヤーの最多受賞企業として認められているアバナードでは、マイクロソフト テクノロジーの認定資格者を最も多く有し（60,000 以上 ) 、 
18 分野中すべての分野でマイクロソフト Gold コンピテンシーを取得して、企業の成長と解決が最も困難な課題への挑戦を支援する独自の地位を確立しています。
アバナードは、人とマイクロソフトの力で持続可能な世界の構築を約束する責任ある企業です。環境、社会、ガバナンスの目標に責任を持って取り組み、長期的かつ持続可能なビジネスを保証しています。 
世界 28カ国に擁する 6 万人のプロフェッショナルがそれぞれの多様なバックグラウンドを活かし、お客様、従業員、顧客企業に日々真のヒューマン インパクトをもたらしています。 
詳細については、 https://avanade.com/ja-jp/ をご覧ください。 

©2024 Avanade Inc.  無断複写・転載を禁じます。Avanade の名称およびロゴは、米国およびその他の国における登録商標です。その他のブランド名および製品名は、各所有者の商標です。

生成 AIが職場にもたらす
ヒューマン インパクト
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